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□ 個別の指導計画を生かした実践事例を進めるに当たって

個別の指導計画とは,子供一人一人が現在から将来にわたり.より自己実現的に社会参加･自立す

ることを目指して一人一人のニーズに応じて学習活動を展開していくための一つの教育計画である｡

したがって,充実した教育実践を行っていくためには,個別の指導計画の作成とその有効的な活用が

ポイントとなる｡

現在,個別の指導計画の作成と活用を通した教育実践が養護学校を中心に展開されているが,学校,

学部,学年部など一定の組織レベルで効果的に教育実践を行っていくには,現時点では様々な課題点

が挙げられる｡そのなかでも, ｢適切な実態把握｣, ｢具体的な目標設定｣, ｢授業への生かし方｣, ｢指

導の継続性と一貫性｣, ｢情報共有の充実｣などは,ティーム･ティーチングを必要とする教育現場

ではポイントとなってくることである｡学校現場において｢計画｣ - ｢実践｣ - ｢評価｣といった一

連のサイクルをより機能的にしていくとともに,今後,それぞれの学校において,現状に応じた独自

のシステムをつくっていくことが求められていると思われる｡

中学部では,今回の研究で,個別の指導計画にかかわる｢計画｣ - ｢実践｣ - ｢評価｣の一連の流

れを将来的にシステムとして確立し,定着していくために,教師間はもちろん,家庭との情報交換も

含めた諸手続きの在り方(ミーティングや資料作成等)や,学部として工夫･改善を加えた部分や実

際に取り組んでみて明らかになった部分を,システムの役割と機能の視点から3つの事例を通して述

べていくことにする｡

事例Å 

個別の指導計画作成過程において生徒の教育的ニーズを 

より具体的にしていつた新入生の事例 

事例B 

全体像把握において,重点目標がより深まった事例 

事例C 

連絡カードの活用を通して保護者との連携向上を図った事例 

事例Aでは,個別の指導計画作成過程において,より的確な状態像把握や教育的ニーズの設定に必

要な資料作成やミーティング等の在り方を,新入生の例で紹介する｡　　　　　　　(｢計画段階｣)

事例Bでは,実際の指導に必要な生徒の全体像などの情報を教師間で共有し.一貫した指導を目指

すなかで　生徒の重点目標がより深化していった例を紹介する｡　　　　　　(｢計画-実践段階｣)

事例Cでは,家庭との一体的な取組を促進し,指導効果を上げるために,連絡カードを作成･活用

して学校と家庭において評価を十分に生かすことを目指した例を紹介する｡　(｢実践-評価段階｣)

(文責:水野)
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事例Å 侘)¥ｨ,ﾈ轌;�ﾇh柯ﾞﾉ�ﾈ暹/h,�*�*(,I�i6ｸ,ﾈｻ8孜4�?��-ズを 

より具体的にしていつた新入生の事例 ��

本校申学部には,毎年度本校小学部から入学してくる生徒と本校外の小学校から入学してくる生徒

がいる｡本校小学部から入学してくる生徒については,小学部での個別の指導計画が引き継ぎ資料の

中に含まれるが,本校外の小学校から入学してくる生徒については,始めから個別の指導計画を作成

していくことになる｡

本事例では,その本校外の小学校から入学してきた生徒の個別の指導計画を作成していく過程にお

いて,生徒の教育的ニーズをより具体的にしていった実践について述べる｡

1対象児について

･　Aさん　中学部1年

･　本年度4月,市内の小学校から本校中学部に入学

2　指導経過

O Aさんのコミュニケーション領域の力を高めるために

<担任がとらえていた入学当初のAさんの様子>

入学当初,担任はAさんの姿を次のようにとらえていた｡

指示理解力があり,会話も十分にできるが,積極的に発言することが少ない○ 

休み時間等には,大きな声で会話をすることがあるが,授業時間等改まった場では,育 

が小さくなってしまうこともある○ 

⊂⊃
く二二)

<保護者のAさんの将来の生活に対する希望や今後の願い>

Aさんの入学当初,保護者のAさんの将来の生活に対する希望や今後の願いを家庭訪問等で聞

いていく中で　Aさんのコミュニケーション領域について,保護者は次のような希望や願いを持

っていた｡

-146-



こんなことができるようになつ_ま 

ほしい二子 

●

!○　調査表(記述式)から
き

-〇〇〇●○●oOO●〇〇〇〇01○○iO O一〇〇〇〇〇ooO-〟-〃●oo〃●〇〇〇〇ol●〇〇〇〇〇〇-〟-●I-○-〟

i

i

'　　将来的には,自信を持って自分の気持ちを周囲の人に伝え,地域や社会の中で生活でき!
i

るようになってほしい｡

･本人は,親せき,知人の職業からパン工房や美容院,ケーキ屋で鋤いてみたいという希

望を持っている｡

･生活の幅を広げていくカとしては,恥ずかしからずに前を向いて大きな声で話してほし

い｡

○　家庭訪問(4/1 8実施)で確認したことから

･大勢の人の前では口ごもってしまうこともある｡自分の気持ちを初対面の人に対しても

伝えられるように,改まった場面でも大きな声で話ができるようになってほしい｡

I

<入学当初の指導課題設定,実践経過>

Aさんの入学当初の様子や保護者の願いから, Åさんが大勢の人の前でも自信を持って大きな

声で発表できるようになることを, Åさんの将来の豊かな生活につなげていくために必要な課題

であるととらえた｡そして,授業時間等にAさんが発表できる機会をより多く設定するように考

えた｡このことで, Åさんが発表に対して自信を持ち,大きな声で発表できるようになるのでは

ないかと考え,実践を開始した｡

その際の手立てとして次のことを考えていた｡

学級委員長であるAさんが,集会活動等大勢の人の前で発表できる機会を設定する○ 

授業時間等での発表の機会を多くし,発表できた成就感,満足感を経験できるようにす 

る○ 

発表の声が小さいときには,｢大きな声で発表しよう○｣の言葉掛けを行い,大きな声 

で発表することを意識できるようにする○ 

Aさんが発表できる機会を多く設定することで,だんだん大きな声で発表できるようになるの

ではないかと考えていた｡しかし,入学から約1か月が過ぎ,学校生活には大分慣れてきて友達

に大きな声で話し掛けられるようになっている様子が見られるのに対して,授業時間等改まった

場面では声が小さいまま･であったり,照れ笑いを浮かべ黙ったままであったりしていた｡こうい
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ったAさんの様子から,担任もAさんにどのような具体的な手掛かりを禾せばよいのか悩んでい

た｡

<Aさんの個別の指導計画作成のための学部ミーティング>

そのよう恵ときに, Aさんの個別の指導計画作成のための学部ミーティングを行った｡このミ

ーティングは, Aさんの学校で考える教育的ニーズを設定するためのもので次のような手続きを

踏んで行った｡

学部ミーティングにおいて上述の手続きを踏まえていく中で, Aさんのコミュニケーション領

域の教育的ニーズについて話し合いが窯点化された｡このとき,担任は上述している実践を踏ま

え, Aさんのコミュニケ-ション領域の教育的ニ-ズとして次のように考えていた｡

〔""-''-毒*--i--I-'f二義-a-*-ii1--突き'-i-詰毒話吉-i-"云-i--ラ-I-≡-Lira-:-i-''-''~"-〟""〕

付せん大作戦や学部ミーティングの中で,当初担任が考えていたこのAさんの教育的ニーズを

次のように具体的にしていった｡

学部ミーティングを通して

葛_
〇〇〇〃○○〃○○●〇〇〇〇〇〇〇〃〃●〃〇〇〇I OI〇〇〇〇〇〇〇〃〃〃〇〇〇〇〇〇〇〃〃〃○○置○置〃OI OI OI O○○〇〇〇〇〃〃〃〃●○一〇OI置OI OI OI〃〃OI〇〇〇〇〇〇〇〇〇〃〇〇〇OI〃〃〃〇〇〇〇

〟                                                                                                                                                                 〟

:　Aさんは,失敗したくないという思いが強く,なかなか行動に踏み切れずに様々な経験が不:
〟                                                                                                                                                                 ○

;足していると考えられる｡そのため,できる力を持っているにもかかわらず,活動に消極的に;
〟                                                                                                                                                                 〟

:なってしまう面が見られるのではないか｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:
〃○○〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇置""""〟"〇一一●一一〇〇〇°""〇〇〇〇｡○｡〇°〇〇〇〃○○置〃"〃〃"〇°〇〇〇°〇°〇一°"""""〇〇°〃""""○○"〟"〇〇°〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇1

そこで

葛｡
現在できていることを基に多くの成功経験を積み重ねることで自分に自信が持てるようにな

るのではないか｡

ところが

墓
改まった場面でも大きな声で発表できるようになるということば,本人にとっては具体的な

手掛かりが弱く, Aさんの苦手な部分に直接アプローチをしていくようなものではないか｡

Aさんにとって,興味を持ってかかわりたい教師には,大きな声で話し掛けられる様子が見

られ,その教師は隣の教室の担任であることが多い｡
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そこで,このことを具体的注手掛かりにして,より具体的な教育的ニーズを

葛_
r""一°"-""~""~""~""~""~""~""~""-""~""~""~""~""一°"~""ー""~""ー""ー""-""一°"~""-""~""~""~""ー""~""〟""一°"~""ー""~""-ヽ

｢隣の教室の先生に聞こえるように｣等の言葉掛けを手掛かりにし

!て,大きな声で発表しようとすることができるようになること
i

"　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,

し.._〟._.〟_.._.._〟,_.〟_〟,_〟._〟,_〟._..-,.-.._.._.._.,-.,_i._i.一.._〟._〟._〟._〟,_〟,_〟,_.._〟._.,_i._.._〟._｡._〟._ノ

としだ｡

このようにしてより具体的にした教育的ニーズを保護者にも説明をして,これをAさんのコミ

ュニケーション領域の教育的ニーズとして設定をし,より具体的な手掛かりをAさんに禾せるよ

うに実践を修正した｡

<Aさんの変容>

Aさんにとって, ｢隣の教室の先生に聞こえるように｣という具体的な手掛かりは有効であっ

た｡それまで,発表の声が小さくなるときに｢大きな声で発表しよう｡｣と教師が言葉掛けを行

う支援をしていだが, Aさんにはどれくらいの大きさの声を出せばよいのか分からないだけでは

なぐ　逆に緊張感を高め,よけいに声が出ない状況を作ってしまっていたようである｡

しかし, Aさんが好意を持っている｢隣の教室の先生｣に聞こえるようにという具体的な手掛

かりを示すことで,発表するときにAさん自身が｢隣の教室の先生｣の反応を確かめながら声の

大きさを意識できるようになってきている｡

※　学校行事｢附養まつり｣において,全校児童生徒,保護

者等の前で元気よく｢エィ,エィ,オー｡｣の掛け声を

掛けることができたAさん

葦-J',Iこれまで,みんなの前で大きな声を出すのli-.--I.T. 

∴一､.LL-は恥ずかしかつたけど隣の教室の先生に 

膏聞こえるくらいの声を出せば.,みんなにも聞_.高1.. 
こえるんだなoiと-〟-i 

ヽ/ 

ゼ｢`ようし,これから頑張ってみよー!=(== 

モー)i--=S-_-Jt..-pJ.,iー隷ヰ 

ここii〇〇〇〇〇〇iiE=重さ 

震｡tき 一一~/ヽこ=フ一一一一 

(Aさんの心のつぶやき)
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3　考　察　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,

本事例の実践を行う中で,生徒に具体的な手掛かりを示すことの有効性や重要性について再認識

することができた｡一方,その具体的な手掛かりはAさんに有効であっても他の生徒には必ずしも

そうではないように,有効である具体的な手掛かりは一人一人の生徒によって違うのである｡

わたしたちは,目の前にいる生徒が今よりも,よりよい姿になっていけることを願ってそのため

に必要なより有効である具体的な手掛かりは何かということを考えている｡そして,それを生徒に

示すためには,その生徒のより的確な実態把握が必要なのである｡

本事例の考察に当たって, Aさんの実態把握の宿り方について述べたい｡

(1)教育的ニーズを設定するまでの期間

今次研究における｢個別の指導計画を授業に生かしていくために,より早い段階での教育的ニ
ーズの設定を｣という流れの中で,具体的なかかわりの中で見えてくるAさんの教育的ニーズの

設定までの期間は, Aさんが入学してきてから約1か月間であった｡ところが, Aさんは本校外

の小学校から入学してきた新入生であり,入学前の実態把握の資料はAさんの大体の全体像を把

握するためには有効であった｡しかし,指導経過で担任が悩んだことを上述したように, Aさん

に有効である具体的な手掛かりを考える上では,その資料からだけでは,なかなか見えにくいこ

とも確かであった｡そのことを補うためにも, Aさんが入学してきてから具体的にかかわってい

くことで見えてくる情報がより的確な実態把握のために必要である｡

上述のことを踏まえて考えると,新入生については, 5月に設定される教育的ニーズを仮の指

導指針のようにとらえ,そのための個別の指導計画を作成はしながらも,授業実践を積み重ねな

がら1学期末頃までは教育的ニーズを確定するために授業実践を通して検討する期間として考え

る必要があるのではないかと考えられる｡一方で　Aさんに有効である具体的な手掛かりの情報

をより早く,より的確に収集しようと考えるならば,その情報を積み重ねられている前籍校との

連携の在り方を,今後考えていく必要があろう｡それは,入学するまでに入手すべき膚報内容

と,入学してから入手したい情報内容は異なるため,どの段階でどういった,情報を収集すべきか

整理し,的確に前籍校からの情報を得ていく必要があると考えるからである｡

(2)複数の目で見る実態把握

Aさんの教育的ニーズについて,担任だけではなく,広く学部の全教師で考えることによっ

て,担任だけでは気付けなかったAさんの実態をより具体的にとらえ直すことができ言受業実践

における指導の手掛かりを具体的にすることができた｡このことば,より複数の目で生徒の実態

を見詰め,それをお互いに意見交換し合っていくことで指導の効果が上がることを示している｡

中学部では,この意見交換の際に｢付せん大作戦｣を取り入れ,意見を出し合いやすい雰囲気作

りを心掛けている｡ Aさんのコミュニケーション領域の教育的ニーズを設定し,授業実践をして

いく上で,上述したことを有機的に行うことができだと考える｡

生徒一人一人の教育的ニーズを考えるときに,その生徒にとって有効である具体的な手掛かり

は何か,を考えながら具体的に生徒にかかわっていき,その経過や結果等について学部教師が互

いに意見交換できるように今後も考えていきたい.

(文責:河野)
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事例B　　全体像把握において,重点目標がより深まった事例

1　対象児について

O B君　中学部3年　男子

○　身辺自立は確立している｡

○　意思表示として,トイレと違うところで排尿をするなどの行動もある｡

○　自分から何かしようとすることは少なく,指元を待ったり周りの様子を見て行動したりする

ことが多い｡

○　毎日の見通しを持てる活動(係の仕事)等には,主体的に取り組めている｡

2　指導経過

○　昨年度の重点目標設定から評価まで

担任間で, B君の全体像を把握するため個別の指導計画(様式l )について話し合って記入し,

学部の全教師で付せんを張り合い,学部ミーティングの場で検討していった｡

(付せんの抜粋･ 〟 ･記入内容は,平成13年9月時点)

子供の状態像(現在の様子) 刹ｳ育的ニーズ � 

コミ 冏ｹ�ﾈ*�.y�ﾈ-h,ﾈ*�*�.ﾘ.�/�ｸ�-�.�+�,h,ﾘ晴,�*ﾒﾉwhｸ��坪,x,�+�*ｨ*(*"慰H*ｳ��

ユニ �.�晴,�*"��ﾈ*�.x,ﾉn(*(ｧﾈ*�,�,ﾘ5H4898.)�y�X.�,X呵+b��,ﾉn(*(ｧﾈ*�,鎚齷Zｨ,Y�陳�

ケ- �.�+�,h*ｨ,X*ｸ.�*｢ﾈ齪ﾌ稲Y*8,ﾘ*�-ﾈ.�,�*&��ﾈ,ﾉUﾈ��/��冩8+X,I9ｨ*h.�+�,h*ｨ,X*ｲ�

シヨ 侈�,H+ｸ,ﾈ�ｨ,ﾈ�8ｻR���敢,ﾉKｹ&h.(ｽ�*97ｘ/�ｫH+h.�+�,b��.�+�,f��

/ �*ｨ,X*ｸ.帝yﾘ��ﾋ靜ｨ,ﾙ�ﾘ*ﾒﾉ�(+Xﾋ駢H,X,ﾉyﾘ��7�.�*�.薬�
どん冶手掛かりで??i 具体的に書いてみては ��

嫌なときは,身振りで志すo 

コミーケ-シヨンにおける教育的一一ズ -_ユ-｣ は本児がより積極的に自己主張できるよう に凍ることを望むが,その手掛かりとなるi ものの手段をどうとらえるかが大切 � ��

付せんを基に学部ミーティングでB君の教育的ニーズを両検討し,それを基に担任間で話し合っ

た内容から導き出した重点目標は

具体物や写真カード等を志しながら,欲しい物や好きな物など教師の問い掛けに答えた 

り,自分から選んで教師に見せたりすることができるo 

であった｡この重点目標達成のために

生活単元学習｢デパートへ行こう｣において

欲しい物を具体物や写真カード等で選んで決めて,買物や食事をすることができる

をB君の個人目標として,買物に見通しを持つことができる支援をし,自己決定できる場を設

定して実践を行った｡買いたい物を選ぶだけでは,買物に対する見通しが持ちにくかったため,

実際に｢自分の欲しい物を選ぶ｣ - ｢それを買う｣という具体的な行動を手掛かりにした方がよ

り主体的な活動を引き出す手立てになることを教師の方で認識することができた｡

(ェピソードl P154　参照)
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一緒に活動しなかった先生たち 

も後からビデオを見て,B君の行 

動特性がよく分かったよ○ 

(職員室でのつぶやき)

単元終了後に実施した教育相談で,学習の様子を保護者に詳しく伝えたところ,家庭でも休日

の過ごし方について, B君がやりたいことを尊重するために絵カードや写真カードを準備したい

など前向きな取組をしたいという話があった｡また,保護者の感想として次のようなことを挙げ

られた｡

｢ノ三吉詣5-m'請'義b',6'i?;-(,-E'ふ'b-i-h'i･-5'tT･'-i-&'石'TT5-a-*'Si-(,-t':'Sf-i-*'･l
i

iていたように思う｡これからはそういうところにも目を向けて･子供のよさを見付けていi
ヽ                                                                                                                                            ヽ

Iきたい｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
ヽ-′′-′-′-′-ノ-ノ-I-′′-′■〇〇°′-I-ノ.〇〇〇･′〃00ノ-/-ノ-′〃○○ノ-I-′-I-/-′-′-/■〇一′-I-I-′-′-′〃○ト

引き続き,昼休みに遊びたいことを黒板に張ってある写真カードで選ぶ於どの実践を通して重

点目標達成を目指し,咋年度末の総合所見は次のような評価であった｡

教師の問い掛けに対してのB君の意思表示の仕方が分かりやすく怠り,自己決定の判断 

も早くなってきた.自分から働き掛けてくることはあまりないが,引き続き本児の意思を引 

き出せるような手立てを考えていきたいo 

今年度4月の重点目標設定について

B君の全体像のとらえ直し

(D先生の発言)

B君は,指示待ちな様子も見られるが,嫌なこと,欲しくない物などに対して 

は｢嫌｣と身振りを使って答えることができますね○さらにコミュニケーション意 

欲を高めるためには,自分の思いを相手に伝える方法を知ること,例えば本人が分 

かりやすい具体物や写真カードを手掛かりにして,選択する状況を作るなどの工夫 

が大切じゃないですか○こうしたコミュニケーション能力の向上を図っていくこと 

質,主体的に活動できる場が増えていつたらうれしいですね○ 

m 

〇　年度当初の保護者の願い

(コミュニケーション面抜粋)
I

:サイン言語を増やし,自分の気持ちを伝えることができるようになってほしい
●一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一〃●_一一一.一一■○_一一一一一一一一一一一一一_一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一　一一一_一一_一一一一一一一一

室肇旦
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O ｢付せん大作戦!｣

担任の立てた教育的ニーズについて,学部の他の教師から付せんで意見をもらった｡

付せんの内容をいくつか紹介してみる｡

･昼休みに遊ぶことを決める手立てとして,言葉掛けより写真カードを使った選択を手掛か

りにしたらどうでしょうか｡

家庭での手伝いについて,内容や有効性についてもう一度検討してみてはどうでしょうか

EEE
○　担任間での話し合いにより本年度の重点目標を仮設定

A : ｢意思表示の様子はだいぶ見られるようになってきたが,昨年度は実践の期間も短

かったので,十分に達成できたとは思えない｡今年度も,この重点目標を設定して

みてはどうだろうか｡｣

B:｢B君にとって,自分からしたいことなどを意思表示できると,生活も広がってい

くと思う｡この重点目標は,今B君がすべきことなので最優先に持ってさてもいい

のではないだろうか｡｣

などの考えが担任間で話し合われ,保護者の願うサイン言語は,写真カードと同じくB君

の意思表示の一つの手段として考えることで共通理解した｡重点目標としては,昨年度と同

じだが,個別の指導計画様式1の9領域の中で,コミュニケーション能力を高める教育的ニ

ーズを設定するように配慮した｡

例: ｢社会性･集団参加｣の教育的ニーズ

分からないときや困ったときに教師や友達の顔を見たり,肩をたたいたりして注意を

喚起することができること｡

豊里雪害
O ｢教育的ニーズを語る会｣

5月1 6日に父親,母親,担任でB君の教育的ニーズについて話し合いの場を持った｡

保護者の考えた教育的ニーズと担任が考えた教育的ニーズを持ち寄ってすり合わせを行っ

た｡両者のコミュニケーションに関するニーズを比較をしてみると

保護者の立てた教育的ニーズ �%9D8,ﾉzx,H+ﾘｻ8孜4�6ｨ�ｸ5��

コミユニ 俾兒ｨ,ﾉwhｸ�/��ﾈ,�6�*h.�+�,h*ｨ,X*ｲ�具体物や写真カード等を示しなが ること○ �.rﾉw�+X*)Z�.(ﾔH*ｸ,瓜�,�,xｻ8踪,ﾂ�

ケ-シヨン 剿竄｢掛けに答えたり,自分で選んで見 せたりすること○ 

余暇 冰hｾ�/�諄,�,Bﾈ自�ﾈ,X.�uh-H+�,f��｢今日は何をして遊ぶ｣の言葉掛け で写真を手掛かりに,自分で決めて遊 

活動 凾ﾔことe 

社会性 集団参 倡x麒�(+�,X,ﾘ,�*ﾒﾈ齷Zｨ,Xﾖﾈ*h,B�分からないときや困ったときに教師 

行動すること. I �.)ti$(,ﾈｮx/�ﾊ�+ﾘ.なﾊ�/�+ﾘ+ﾘ*(+ﾘ.��+X,I(ﾘ�8/�ｪｸｴ�+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.�+��

加 凾ﾆo 

ということになり,話し合いの結果,担任の立てた教育的ニーズに保護者が合意することが多
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かった｡理由としては,担任の立てた教育的ニーズが具体的な場面を想定しているので　保護者

がイメージを持ちやすいことが挙げられる｡ただしすべてがそうではぬく,保護者の考えが反映

される場面もあった｡例えば,職業生活のニ-ズを決めるときに

rm_I-15-笥蒜'o)-l'1-i-('GTi-i-i T霜'aT '霧h-TT'言iIB'i-i-='ii-t'sTi-*'春雷琵-Ei'Ej=i=
ヽ

!　　　すること｡』というニーズを立ててみたのですか｡｣

保護者: ｢家庭でも学校と同じような取組をしたいので,もう少し大きな視点からニーズ

i　　　　を立ててみたいのですが｡｣
ヽ

t担　任:｢それでは, 『言葉掛けで作業の段取りが分かり,準備を一人ですること』はど
l　　　　　=_.　=_.

i　　うでしょうか｡｣　　　　　　　　　　　　　　　　i

LIE,聾#_上f_?_三と,kLPLi , _a,BLニ窮_i;5崇撃_i,と紫と,I_I,R_0,LE,a+_?_?LlTL ,+_frj_ )

というやりとりもあった｡実際には,まだ家庭での手伝いには至っていないが,一緒に取り組

もうとする保護者の態度は評価される｡

星型星

O ｢今年度の重点目標の決定｣

保護者の意見を聞いて,最終的に今年度の重点目標を昨年度の継続として

具体物や写真カード等を示しながら,欲しい物や好きな物など-,教師の問い掛けに答え

たり,自分から選んで教師に見せたりすることができる｡

ことに設定した｡

(エピソード1)･ ･ ･具体的な自己選択の場面

生活単元学習｢デパートへ行こう｣の中で指導を実践した｡自己選択するためには,実際に品

物を見て自分で決めることが大切であるとミーティングで導き出されたので,前年度より実際の

デパートに行く回数を増やし自己選択できるような支援(言葉掛け,気に入った商品の写真カー

ド,商品を実際に見ての選択の回数を堰やすなど)を行った｡

最初は,欲しい商品を両手に持って選ぶことができなかったが,繰り返すことと,より選びや

すい場の設定をすることで,時間は掛かったが自分で選んだり,両方とも欲しいということを伝

えたりすることができた｡指導者の間で, B君に対する接し方について共通理解していたので,

B君は特に混乱することもなく落ち着いて選ぶことができた｡

去年は,欲しい物を自分で選ぼうと思ったけど,先生たち 

はデパートの中を急いでまわったので,ゆっくり選ぶことが 

できなかったなあ○あれ,今年は違うぞ○ぼくの欲しい物が 

ある所を写真カードで選ばせてくれて,ゆっくり見ることが 

できるぞ○｢犬のマスコット｣や｢砂時計｣など欲しい物がい 

つばいだoあっ,先生が写真を撮ってくれた○これで学校に 

帰ってからも教室でゆっくり選べるぞo 

(B君の心のつぶやき)
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(エピソード2)･ ･ ･具体的な自己主張の場面

昨年度までの生活単元学習｢附養商会で働こう｣における｢めぐい作り｣の中で

B君は比較的力のいる｢くぎ差し｣の作業を担当することが多かっだ｡担当を決め

る際には,自己選択の場もあったがどちらかというとB君は周りの様子(B君にし

てもらいたいなあという期待感)を察知して｢くぎ差し｣を選ぶこともあった｡し

かし,自己選択･自己主張を目指した指導を継続して行った結果,今年度の本単元

圏
では｢くぎ差し｣の分担を身振りで拒否し,自分で｢テープを巻く｣という

分担を選ぶことができた｡また,材料がなくなったときには,以前であれば

教師や友達の横に気付くまで立っていたが,今年度は肩をたたいて気付いて

もらい自分から言葉掛けをするなど　コミュニケーションのきっかけを獲得

することができるようになった｡保護者にも実際にその様子を見てもらった

ところ, B君の成長に驚かれた様子であった｡連絡カードにも,この件について感想が述べられて

いた｡

○　　家庭から　　(家庭記入欄になります｡お子さんのことで御自由にお書きください｡)

感想.意見等 俑�ﾎ2ﾈ彿.ｸ,X竧.��x-�+ｸ*H,�+�,b�

2年間くぎ差しの仕事をしているBを見て �8輅Uﾉj(/�,X*ｸ.�.h*Bﾈ+�+�.x*�.x��OX+x.�+��

きましたが,今年はテープ巻きをしている姿 �*�,X,�*ﾒﾂ育x麌/��+X曁*ﾈ,�*(,R��(,�,H-ﾘ.��

を見て,成長したなあと思いました.テープ 巻きを自分から希望したことが,特に嬉しか つたです｡自分の主張が受け入れられる喜び を知ってもらえたら,もつともつと変われる のは?と思いますo �+�,h.��Y��+�,h輊*(-ﾈ+r��

申｢くき差し丁も蘭長ちたけと,懐が本当にしたいゐぼ｢テニプ巻きJ'
茸高

t

なんだ○昨年まではうまく先生に伝えられなかったけど,今年は自分の豊

気持ちを伝える練習をしたので,身振りで｢嫌｣と伝えることができたT

よ｡先生も僕の気持ちを分かってくれて｢テープ巻き｣に分担を変えて鉦

くれた｡うれしいなあ｡材料がなくなっても,友達の肩をたたいて気付卓
出鱒

いてもらえるので,作業がはかどるそ｡ようし､,頑張ろう｡

いく ������や� 亦粐諍4ﾒ������9b�噂渦 ∴､言∴ふ �"�
○ヽ∴ ヽ∴ l∴' 

i 

∴ ��り��� �� ����⑤陳�

一一∴●○ 劔�"�
平T器.雫蝿-/捕 劔-∴ 

El｡｢瞭詞 劔 遮it- 
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3　考　察　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(1) B君の変容について

以前は, B君が何か行動を起こしても,その意味するところが分からないということが多かっ

たが,今は｢嫌なこと｣ ｢今したくないこと｣に対して意思表示をしようとしているのだといラ

ことが分かるようになってきた｡またこの件については,学部ミーティングでも教師間の共通理

解を得ているので　だれがB君を担当しても,いろいろな場面でB君が｢どちらをしたい｣と選

択できるような活動を設定する体制ができている｡家庭からも, ｢今はこんな気持ちなのT,こ

れをしたいのだな｡｣ということが分かってきたという連絡もある｡教科担任による中学部で,

全員で重点目標達成を目指して取り組んだことも成果につながった｡また,付せん大作戦や学部

ミーティングがB君の指導方針決定に非常に有効であった｡

(2)全体像を把握するために

が考えられる｡日々の実践については,授業づくりの面で研究が進められている｡保護者との

意思疎通は連絡帳や教育相談,単元終了時の連絡カードで図られている｡学部教師の共通理解は

学部ミーティングにおいてなされている｡

<ポイント>

指導内容の焦点化を図り, ｢この綬業ではこれをねらう｣ということを一つ選ん

で綬業に臨む｡ (教育的ニーズを明確化することは焦点化に役立った)

保護者とは,連絡帳や連絡カードを通して,また大切なことは直接連絡するなど 

意思疎通が常にできる状態を保つ○ 

･学部内で,生徒の様子を確実に先生方に伝え,多種多様の意見をもらう○大まかi i 

な指導方針が決まったら,教師の子供を見る視点が同じ方向になる○ 

(でも,違う方向から見ている教師の意見も,大切にすることが必要) 

これらのことよりB君の重点目標が導き出され,情報が共有化され組織的に指導の展開がなさ

れるとともに指導に一貫性ができた｡システム的には非常に有効ではあった｡ただし,ミーティ

ングなどの回数も多くなり,教師･保護者共に負担になっていることも考えられる｡もう少し整

理してみて,短期･長期と画一的にスパンを限定するのでば恵<,例えばB君にとってはこの目

標は中学部在籍というスパンで考えればもっと成果があがるであろうということを目標設定時に

教師と保護者で共通理解して評価スパンを設定することで,指導の幅に柔軟性を持たせることが

で5,その結果システム自体がゆとりを持ったものになりいろいろな場面で運用しやすくなるの

ではないだろうか｡

(文責:土井)
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事例C ��

連絡カー �6�,ﾈｨ駅�/�,ｨ+X,I]ｸﾎﾈ�(,h,ﾉ��ﾆxﾏﾈ�8/��ﾘ,�+ﾘ駟~��

1　対象児について

C君(罪)　中学部2年

<個別の指導計画においてとらえたC君の全体像>

二輩轟≡墓
ー全体像から重点目標設定l 

<C君の重点目標>

(言葉掛けで)自分のすることに見通しを持って手順どおりに最後まで実行する｡

※　C君の主体的な姿を以上のようにとらえ,重点目標として設定した｡この目標に関しては,

個別の指導計画から授業づくりを考えていく際,どの学習場面においても大切にしなから個

人目標や活動を設定していくこととした｡

<C君の指導における支援の手立て>

実際により近い状況

における具体的な体

験活動の設定　　ア

最初から最後までを

-活動の中で

イ

視覚的な情報や単語

レベルの聴覚的な手

掛かり　　　　　　ウ

手順の簡潔化と反復

による定着化

エ

｢学習活動や場の設定の工夫｣ ｢支援の在り方｣ ｢学習の定着化｣を考える際のC君の留意点と

して以上のことを押さえるようにした｡

<C君の保護者(母親) >

!国i臆国書臆臆臆臆臆臆m 

男の子3人のお母さん (お父さんは単身赴任中) ��D�ｨ�:�,�.����4��

＼ 

学校の取組への理 解はあり,協力的 唸����6�ｨﾕｨ鳧,�%9D8,h�饑�ﾏ���6ﾘ�ｸ*ｨｫx+X,H*(.��

C君の母親 
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2　指導経過

○　学校と家庭間の情報交換の実際について

家庭との連携を考える際, ｢保護者は学校での取組についてどれくらい理解を示しているのだ

ろうか?｣,その前に, ｢取組自体(どんな活動をしているか)伝わっているだろうか?｣とい

った疑問点が浮かび上がってきた｡今回,個別の指導計画様式1において教育的ニーズをお互い

に考えていく作業を行いながら家庭で取り組んでいけるようなことも共通理解してきた｡ところ

が,学校での具体的な取組やC君の様子,教師の支援といった綱かな情報を伝える揚がなかった

のも事実であった｡ C君の保護者(母親)の場合,学校での取組に対してはとても協力的恵面が

見られるが, C君への指導の実際の様子や情報を生かして家庭でも取り組んでいくということに

関しての連携は十分とは言えていなかった｡学校と家庭の情報のやり取りを整理してみると,秦

1のとおりであった｡

表l　　<申学部における学校と家庭との情報交換>
＼情報交換の手段 兩ｹd�鞍����∴中心的な情報内容 倬隸｢亜��B��

連絡帳 亢ﾈ���一日の様子,事務連絡 冑�?｢�

登下校の際のやり取り 佰ｹ:｢�一日の連絡,事務連絡 冑�?｢�

指導の形態ごとの連絡メモ 亢ﾈ���取組説明,事務連絡 乖�:�4�8ｸ�ｸ7b�

週報(学級だより) 亢ﾈ���週計画,事務連絡,行事の様子 �(�,�����

あゆみ(通知表) 亢ﾈ���学期における生徒の変容 乂xｯｨ+(,b�

諸プリント 倬�{��事務連絡 �+ｸ,ﾉ797��

家庭訪問 ��"ﾈ��{��家庭での様子把握,将来の生活や願い 僖�7�9h�����

教育相談 ��"ﾈ��{��学期ごとの教育的ニーズ評価,短期目標設定, 支援の手立て 乂xｯｨ�{倬��

教育的ニーズを語る会 ��"ﾈ��{��年間指導課題のすり合わせ 店ﾈ竕D������

個別の指導計画様式1-3 亢ﾈ���教育的ニーズ,重点目標,学期ごとの評価 乂xｯ｣����

授業参観 伜�ｬ��授業の様子(指導の形態) 冑以�����

学部.学級PTA ��"ﾈ��{��学部.学級経営,懇談,事務連絡 冑以�����

学校での取組を知らずして,保護者の理解や協力を求めるのはもちろん,家庭での般化(取組

開始や定着化)につ恵がっていくことも難しい｡学校として可能な限り,生きた情報を保護者に

分かりやすく提供していくことが家庭との一体的な指導を図るに当たって非常に重要なことであ

ると考えた｡そこT,家庭との連携による一層の指導効果をねらって誕生したのが表2の｢連絡

カード｣であった｡

衰2　　<連絡カードの内容>

情報交換の手段 ���ｹd�鞍����中心的な情報内容 倬隸｢亜��B��

連絡カード ��ｨﾍﾘｴﾈ���取組説明言言動の様子,生徒の変容(評 価),支援の手立て,担任のコメント �%�ﾋ2��胃竰�

連絡カード作成･活用については,図1の手順で行っていくこととする｡
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⑥学部で共通理解⑤担任がコメント記入 

⑦家庭へ配布-④単元の個人目標評価 

T=.,欄記入を評価展開授業実践 

⑨教育相談等にて活用 設計③1単位時間の目標 

や支援の手立て検討 

③単元の個人目標設定②学部で共通理解 ヽ〇°_ 

/次年度(次単元)へ1..- 

図1　個人目標設定から連絡カード作成･活用の一連の流れ

生活単元学習｢なかまの家に泊まろう｣における授業実践から

まず,授業づくりミーティングにおいて,C君のグループ担当者3人(担任1,他教師2)で, 

個人目標や活動内容,活動の展開の仕方,具体的な支援の手立てについて話し合ったeまた,有 

効な教材.教具についても検討を行った｡ 

○C君の個人目標設定...①,②より 

荷物調べや入浴準備など,できるだけ自分でしょうとすることができる○ 

○個人目標設定理由 

宿泊当日のことを想定し,活動の名称を聞いて必要な物をバッグから取り出して活動に参加することが 

C君の主体的に活動する姿ととらえ,C君が見通しを持ちやすい入浴や調理に焦点を絞って目標を考える 

ことにしたo活動に必要な物もほぼ理解している○日ごろの更衣の様子などから,-まとまりになってい 

るとさっと取り出して着替えに行くことができるo 

○具体的な支援の手立て.-(㊤より 

･C君が｢入浴準備の際,バッグから必要な物を取り出すことができる｣ために 

C君が自分の物だと分かる衣類等を家庭で準備してもらうア 

C君の実際の持ち物で写真カードを作成.活用するア,ウ 

｢種類ごと｣でなく｢活動ごと｣に必要な物を区分けする小袋を準備するア,エ 
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C君が｢入浴の際,一人でしっかりと体を洗うことができる山ために

洗う部位の名称を言葉掛けし,トントンとたたく　　　　　　ア,ウ

一つの部位をこする聞, 10まで数を数える　　　　　　　　　ア,ウ

正しいスポンジの使い方やこすり方を一緒に確認する　　　　ア,I

O C君の変容･ , ･④より

お風呂の写真カードや｢お風呂だよ｣という言葉掛け

を手掛かりに,必要な物をバッグから自分で取り出すこ

とができた｡入浴では,数唱に合わせてしっかり体を洗

うことができた｡また,カレーづくりでは,自分から野

菜を切ったり炒めたりと積極的であった｡活動への見通

しがしっかり持てていて落ち着いて活動に参加できた｡

担任がコメント欄に家庭でも今後の生活に生かせそうなアドバイス等を記入し,学部で共通理

解を行い･ ･ ･⑤, ⑥より �i.ｸ-i=�ﾌ姥｢�

連絡カードの家庭記入欄から･ ･ ･⑧より

カレー作りに今までになく積極的に参加できたようでうれしく思

います｡宿泊学習のころから,家庭でもいろんな家事に興味を持っ

ている様子が見られます｡夏休みを利用して食器洗いなどの手伝い

を考えたいです｡ (母親)

･ ･ ･⑦より

※資料　生活単元学習連絡カード

i教育相談 �(,��
かまの家に泊まろう｣

･ ･ ･⑨より

るごとがほとんどなくなってきたC君○しかし, 星人 ��′ヽ ��

葵敷..翌ii 

頭髪や鉢の-;勧蘭ま不半券ai:=-三一とも○そこで,一緒l=入浴する2人の弟たちが,C君の洗う場所をトン卜 

ンとたたいて細らせたり,しっかりと洗えるように横から数を数えたりしているとのことであった○ 

熊襲繋欒業≡饗襲繋善報 ∴∴∴∴∴∴∴ � �� �� 討�� ��蜜鰯緋 ��Δ�ﾓ､､d討ﾒ�:∴∴ タ､∴(`- の教育的二-ズから今年は｢身辺処理｣の課題に ぺ)の活動が2回になったoC君のお母さんは, 

臆華麗謡=前郷鞘嘉-I:=-==--=≡三三三11-... 劔�� � �� 

∴∴ 慧肇嚢嚢窺盈鷲 剞`__&婆を嶽鎚秦接零墨隻 劔 冖ieﾂ�������ぴ��Δ�{�ｲ�往く荷物調 

1回目に持ち帰った入浴の衣類(バスタオル,ふだん着)を2回目の活動でも再度準備されていた｡それ 

は,C君が分かりやすい配慮からであったo 

※　以上のC君の様子を2学期の校外宿泊学習や修学旅行にも参考にするようにした｡
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考　　察

(1) C君の変容

C君の主体的な姿を考える際,教師の働き掛けがなくても自分で気付いて行動できるようにな

ることが望ましいと思うが,実生活を想定したときに身近な人が簡単な手掛かりを提示するだけ

で,見通しを持ち言昆乱せず言欠の活動へ移行できる姿がC君の主体的な姿と考えた｡

今回,生活単元学習の学習活動においては,言葉掛けといった少しの手立てで｢バッグから入

浴や調理に必要な物を自分で取り出すことができた｣といった様子が見られた｡また,学校生活

の様子では,授業の名称を聞いて,財布や帽子(数学科),作業エプロンを付ける(作業学習)

など必要な物を準備し,目的の教室へ移動できている｡現在のところ,周囲の状況はもちろん,

言葉掛け(一語文)を手掛かりに何をするのかに気付いて行動に移すことが増えてきている｡ま

た,学校生活などの集団活動の場面で落ち着い

て過ごすことも増えてきた｡あわせて,急激な

パニックが少なくなり,立ち直りも早くなった｡

言葉掛けだけでなく,注意を喚起するような指

差しやサインなどの手掛かりでも自分のするこ

とに気付き,さっと行動することも多くなった｡
(C君の心のつぶやき)

(2) C君に関する情報の共有と支援の在り方

C君の場合,個別の指導計画の様式1 ｢全体像｣や様式2 ｢重点目標｣から, ｢見通しを持つ

こと｣をキーワードとしてとらえ,それぞれの授業において個人目標設定や学習活動の展開の仕

方に生かすようにしてきた｡また, ｢予定と異なる活動に関して混乱が生じることがあるため,

突然の活動変更をしない｣ ｢変更する際は必ず事前に分かりやすく伝える｣ ｢視覚的な情報を有

効に活用し,イメージしやすくする｣ ｢聴覚的な情報は単語レベルで簡潔に伝える｣ ｢同時に複

数の情報を提示せず,順を追って提禾する｣などのことをC君の配慮事項として押さえ,学部8

名の教師で共通に認識して指導に当たるようになってきた｡

また,授業づくりミーティングにおいて,それぞれの活動におけるC君の主体的な姿を具体的

にイメージし,個別の指導計画を手掛かりにするとともに,前回の学習ではどのような目標であ

ったか,どのような活動を行ったか,手立ては有効であったか,といったことを話題にしながら,

個人目標や学習活動,目標達成のための有効な支援の手立てについて検討するようになってきた｡

そのような手続きを経ることで,より具体的に,より多く(複数),より生徒のカで目標達成で
I

きるために(段階性)ということを学部で大切に考えるようになった｡

(3)家庭との連携

今回,生活単元学習を始めとして指導の形態ごとに評価を行い,その情報を連絡カードの作成

を通して,取組の内容やC君の変容,家庭でも取り組めるような情報(具体的な手立てや展望)

を簡潔に整理して,学校から家庭に発信してきた｡これまで,知ってるようで知らなかった学校

での取組や学習を通してのC君の変容を具体的なレベルで保護者に伝えることができた｡また,

家庭からの欄には,保護者の感想や今後家庭でも取り組めそうなことなどを記入して提出しても

らった｡これらのことが,取組に対する保護者の意識向上につながってきている｡また,保護者
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の考えをわたしたちの今後の取組に生かそうとすることへもつなげられるようになった｡現在の

ところ, C君の保護者は連絡カードに家庭で取り組もうと考えていることを述べていて,家庭の

実情に応じて少しずつではあるが,取り組めることを実施している状況である｡一体的な取組と

いう面ではまだまだ十分とは言えないかもしれ恵いが,学校における取組の評価が生きたかたち

で家庭に伝わる一つの有効な手段としての連絡カードの成果は大きいと言えるのでばないか｡

r 'p-T'五言'石a-蒜'f:-BI議-託'LE-:.≡ 'ik-i-t'ii-i-a''IT-i-%'jiTi-a'll-:-n'=-CT:I.1
ヽ                                                                                                           ヽ

!もっと時間Iこゆとりを持てるのがよいのでしょうが,現状の中で少しでも本人(C君) !

逗整髪_a,2?_a,I_:_a,i::jl,i,TT., iTl ,_ ,_ , _ ,_ ,_,_,_ ,_ ,_,_ ,_ ,_
(7月3日の連絡帳から)　!

(文責:水野)

<資料>　生活単元学習連絡カード｢なかまの家に泊まろう｣

生活単元学習連絡カード 
平成14年7月19 劔�?｢�

附属養護学校申学部 

○手技から 

舌 ��hｦ駝ﾂ�C暑く中2) �._i躍闇_ ��

義元名 �,�*�-ﾈ,ﾉmh,僮�-ﾈ.ｸ*B�凭ﾙ�ｹwh耳���

めあて ��ｸ掣Z�+(-x.)?ﾉx�ﾉ+)yﾘ,h*(,�+ﾒ�ｨ�:�/�,ｨ+X,Bﾈ,�*�-ﾈ,ﾈ徂,僮�-ﾂ�.�+�,h,侈�,ｨ+X/�鰄,�,Hｨ�:�+x.��+�,h*ｨ,X*ｸ.停��掣Z�+(-x.)?ﾉx���OX,�,rﾈ,X*ｲ�.�+�*�兒ｨ,X+X.X*H,h+x.�+�,h*｢�,X*ｸ.停�������へ��ｲﾂﾔ停��ﾈ蔦�ﾎﾈ.(�))ふ｣｢�X�8�Υ�"ﾖﾙ?�?�籌��

棄纏期面 兌ﾙ�ﾃ�ID緝ﾈ���?｢ﾓxﾈ��Y?｢���

学習の機子 劔%9D8*�.x,ﾈ5(8�986r�

荷物調べで 言葉掛けを受 唸,ﾒﾉ?ﾉx�,儺ｹwh,瓜�/����4ｨ�ｸ6�."�*�,H竧.因�+Rﾈ抦唸,�?ﾈ.ｨ,I7ｸﾋｸ+R��yZ�+(-x.)+)yﾘ,ﾈ.h*H,乖�:�,ﾂ��MH*ｨ,ﾘ,�*ｸ.�+X,H*(,HｦﾙDh+X."�

ました,待ち 兒�,�,(*(,H,ﾘ.h*ﾙZｨ*�,�,H*(,B�(4｢��+x*(,hﾔ陞霪�,�,h,�,H.�ｧ�+X*(ｨ��
レ-を作るよ｣｢お風岳だよ｣といった言葉掛けで 劔:�+�,�+ﾘ.h*H,X+r�-ﾈ+ﾒﾉ�ﾉx�."�

活動に必要な荷物を取り出し,準備をすることも 劍ﾝｩ���ORﾉ]�WH*�,h*(,�+ﾙ�y]8��

できました_. 劔yﾘ.�ｻ8踪,ﾈﾋ駢Hｧﾈ*�/�*ｸ,�*�*�,��

福泊当日は,2日間の日程を壕解し.友達と一一一 劍齷Zｨ,ﾈ+�,h,ﾘ齷Zｨ,X,X*ｸ.�.h*H,��

鰭に活動に参加することができました.特に,カ 劍,�.な�&8ｨ�:�,ﾈ�ｩlｨ,X.��X�4��
レ-作りでは,次の活動の見通しをもって材料を 劍,��.�+X,H*ｸ-ﾈ+X+ﾒ�+�,ﾈ.h*H,��

準備したり,友達の活動の様子を興味をもって見 劍����/�(ｧxｯｨ,ﾈｧ(､�ｩI�.(�8ｧy{r�
たりして活動 �,伜���+x.佝Iw�4�,育�*ｨ�8�ｹ4�,X+R�俎8,佰ﾈ*�,Hﾇ���+X,H*(*�.�.h*Hｮb�

た｢ 劍�.�-ﾈ+X-ﾈ*JB�

○家塵から(家庭記入棚にな｡ます.お子さんのことで御自由に東食をください一つ 

懸想.意見零 剄｡緩.家庭で取り組めそうなこと 

軌一作.)辛:合評.l巧く肴郷ウ 剄ﾅ前(頂く中,丁..T,.倹終沈､､D 

l菊で3.27<S汗在日思､.諦e承 宿泊者咽C.坊主､ら､一夜庭1..か､持て蒔 1て盟一年をか1.一日約が､気ちJ^ま乱 剔SくやC,1よく1ふて､白.存._塑成毛 nt,窮めu_F?+.夏厚みを到目して 六､.ーく和え.tt,らかうど.tB.､.珂 

お願い 

この資料は生徒さんの生活単元肇留の横平を御家庭-お伝えする資料ですシ取組について記録 

れていますので.大切に採否あさってください､教育相談等にて活用する場合もございますつ 
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回 まとめ

1　個別の指導計画の作成と活用から得た知見

○　的確な実態把握は授業実践から

事例Åから,新入生に関しては,授業実践を積み重ねる中で,より的確に生徒の状態懐をとら

えていくことや教育的ニーズを具体的に設定していくことの大切さが見えてきた｡その手続きと

してia,担任が中心的に生徒の教育的ニーズを考えていくが,学部の教師からの多面的な意見を

集約しながらより具体的なレベルにしていくことが重要である｡また,前籍校との連携というこ

とも視野に入れて,より有効な情報収集を行っていくことも考えられる｡

○　指導の継続や取組の深化には昨年度評価を十分に生かすこと

事例Bにおいて,全体像把握や重点目標設定に関して,昨年度の個別の指導計画の評価を生か

しながら,今年度の個別の指導計画を作成してきた｡その中で,重点目標のとらえ方について,

学部教師間で更に深まってい5,ティーム･ティーチングにおいてこれまで以上に充実した指導

が行えるようになってきた｡教師全員による組織的な取組の向上や指導の継続性といった点から

も十分に成果があったと言える｡

○　多面的な意見集約と話し合いの焦点化には｢付せん大作戦! ｣

事例Aや事例Bにおいて,教育的ニーズや重点目標等の検討に当たっては,学部ミーティング

前に付せんを活用した意見集約の手続きを取り入れたことで,複数の教師からの意見が集まりや

すくなった｡そのことが,話し合いの中身の蕪点化にもつながり充実したミーティングになって

きつつある｡このような手法を取り入れたことが,結果的にミーティングの効率的な運営にもつ

ながった｡

○　指導方法の更なる個別化

事例Bや事例Cにおいて,主体的に活動できるための支援の在り方について,より個別化して

考えていくことの重要さが分かった｡その結果,中学部においては,生徒一人一人の主体的な姿

を考えながら,個別の指導計画を手掛かりに個人目標や学習活動,目標達成のためによりその生

徒に合った支援の手立てについてできるだけ具体的に設定して指導に当たるようになってきてい

る｡ 1単位時間の授業において生徒一人一人がより主体的に活動できるために,複数の手立てを

準備し,段階的に支援を行っていくことについても深めるようになってきた｡

○　家庭との一体的な取組促進には連絡カード!

事例Cや事例Bから,連絡カード活用における成果として,保護者が学校と家庭との一体的な

取組に関して徐々に意識を高めてきていることが分かった｡また,もう一つの成果として,評価

時期の分散により,家庭へもいち早く取組の評価が発信できるとともに,評価を十分に生かして

家庭との一体的な取組を促進していこうとする方向性から,従来のあゆみ(学期ごとの通知表)

に代わるものになってきている｡
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2　機能的で実用的なシステムづくりのための改善点

●　実態把握段階における情報収集の在り方

新入生の状態像(個別の指導計画様式1の9領域)把握に関して,入学後に具体的な情報が必

要となってくる場合が多い｡本校小学部から入学する生徒には現行の個別の指導計画様式1 -3

が実在するが,小学校から入学する生徒にはそのような情報を前籍校に求めるシステムはない｡

より早期に新入生の教育的ニーズを導き出すためにも,入学までに知りたいこと,入学してから

詳しく知りたいことなど　情報の収集の在り方を検討することが重要となってくる｡

●　評価スパンの工夫

重点目標や教育的ニーズの評価については現行のシステムでは1年である｡その間,学期ごと

に教育的ニーズの形成的評価や短期目標の学期評価も行っている｡ 2学期は3か月余りの実践が

可能であるが,教育的ニーズを設定してから約1か月ほどの実践で評価を行う1学期や取組の期

間が短い3学期の評価のスパンについても検討の余地があるのではないか｡生徒によってはもっ

と長期的(短期的)に取り組むほうが成果が期待できる場合も考えられる｡中学部(3年間)ど

いうスパンも視野に入れて,重点目標等の設定について考えていくことが大切である｡

●　連絡カードによる評価作業の課題

当初は,生活単元学習においてスタートした連絡カードの取組であったが,これまでにない有

効な機能を持つ点や,保護者に好評であった点などを考慮して,他の指導の形態においても作成

を試みているところである｡現段階における連絡カード作成計画については表3のとおりである｡

表3<連絡カード作成計画一覧> 

指導の形態 �%�ﾋ2��胃��家庭記入欄 弌��B吋竰�配布時期 

生活単元学習 峯��u���-ﾘ.)6H俉�,u���捧%$抹��%��v�放5����有 丿S��6月下旬 

__J鞄養轟会で飽こう⊥_____________________ 剴xﾈ��8��

__∫_a_i)_l東の_家鬼狸去_そう｣_________________ 剴xﾈ陋ｨ��

___rIi}_と!_a.左手_I:_之_2_i_蛋_a_5_｣____________ 剴��ﾈ��8��

__I脱糞_a_?__V_毒し_圭_5_I___________________ 剴�(ﾈ��8��

__∫_ま)_).I__+._仝危三_iL_______________…__ 剴�(ﾈ陋ｨ��

__T毒薬_I_ゑ会善し宝玉｣___________________ 剴(ﾈ��8��

｢劇やリズムを発表しよう｣ 剴8ﾈ��8��

国語.数学 ��hｦX4�8ｸ�ｸ7h,X,ﾈｧx��有 �2�学期末 

作業学習 丿XﾞﾈｼiLr稲杏ﾂﾉm慰にw�ｼb�+(,h,��無 �"�9月,3月 

体育 峯�ﾆﾅ��奉ﾒu���褸�&9��:��ｵ�'ｨｶ�5�����5���鍾 丿S��9月 ｢グランドテニス｣｢風船バレーボール｣ 剴�ﾈ��

｢サッカー｣｢持久走｣ 剴8ﾈ��

音楽.美術 ��hﾉ�:)(b�

総合的な学習の時間 �59�ﾈ5�488��4�8ｨ�ｸ985�488��未定 ���3月 

保健 ��未定 ���3月 

連絡カードの誕生により,一人一人の生徒について単元(題材)ごとにきめ細かな評価作業を

行うようになった｡そのことで　資料作成にかかわる作業コストが増えてきたのも事実である｡

評価における情報の有効的な共有の宿り方や個別の指導計画の評価へのつなげ方を検討するとと

もに,連絡カード作成の時期や内容について更に吟味し改善を行う必要がある｡

(文責:水野)
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